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丸
山
は
る
み
道
議
の

質
問
で
道
は
、
２
０
２
４

年
４
月
末
で
道
内
市
町

村
が
把
握
で
き
て
い
る

子
ど
も
食
堂
が
80
市
町

村
３
２
４
ヵ
所
あ
り
、

多
世
代
が
集
う
地
域
交

流
の
場
と
な
っ
て
い
る
と

こ
ろ
も
あ
る
と
認
識
を

示
し
ま
し
た
。
丸
山
道

議
は
長
引
く
物
価
高
騰

に
昨
今
の
米
不
足
と
価

格
の
上
昇
で
「
子
ど
も

食
堂
」
へ
の
寄
付
が
減

　

30
年
前
に
は
約
３
万

ト
ン
の
生
産
量
が
あ
っ
た

コ
ン
ブ
が
、２
０
２
４
年

度
は
１
万
ト
ン
を
割
り

込
む
と
の
予
想
で
す
。

道
は
８
月
に
「
コ
ン
ブ
生

産
安
定
対
策
会
議
」
を

立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

丸
山
は
る
み
道
議
の

こ
れ
ま
で
の
取
組
に
関

す
る
問
い
に
、
北
海
道
は

２
０
２
０
年
度
か
ら
「
Ｉ

Ｃ
Ｔ
技
術
」
を
活
用
し
て

コ
ン
ブ
漁
場
の
把
握
や

製
品
化
自
動
シ
ス
テ
ム

開
発
な
ど
の
実
証
試
験

を
行
っ
て
き
た
と
の
答
弁

で
す
。

　

丸
山
は
る
み
道
議
は

天
然
に
比
べ
、
養
殖
コ
ン

ブ
の
生
産
量
が
大
き
く

増
え
て
い
る
漁
場
も
あ
る

こ
と
か
ら
、
養
殖
コ
ン
ブ

へ
の
北
海
道
の
支
援
の

必
要
性
を
質
し
ま
し
た
。

　
丸
山
は
る
み
道
議
は
、

コ
ン
ブ
は
食
用
の
み
な

ら
ず
、
化
粧
品
シ
ャ
ン

プ
ー
へ
の
活
用
、
環
境

保
全
の
面
で
も
注
目
さ

れ
て
お
り
、ブ
ル
ー
カ
ー

ボ
ン
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
獲

得
で
養
殖
の
新
た
な
可

能
性
も
広
が
る
中
、
漁

業
者
が
活
用
し
た
い
と

思
え
る
支
援
の
必
要
を

強
く
求
め
ま
し
た
。
道

は
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
活
用

の
促
進
に
向
け
て
も
取

り
組
む
と
答
え
ま
し
た
。

　

道
は
、
養
殖
技
術
の

改
良
、
漁
業
者
へ
の
技

術
の
普
及
・
指
導
に
取

り
組
ん
で
き
て
お
り
、
今

後
も
地
域
の
意
向
を
把

握
し
な
が
ら
コ
ン
ブ
養

殖
へ
の
取
り
組
み
に
支

援
を
し
て
い
く
と
答
弁

し
ま
し
た
。

道
内
子
ど
も
食
堂
の

現
状
に
つ
い
て

続
く
生
産
量
減
少

漁
業
者
が
、活
用
し

や
す
い
支
援
を

「
子
ど
も
食
堂
」へ
の

支
援
徹
底
に
つ
い
て

少
し
、
運
営
が
厳
し
く

な
っ
て
い
る
現
状
に
触

れ
、
政
府
備
蓄
米
の
無

償
交
付
制
度
に
つ
い
て
、

道
内
で
の
活
用
に
つ
い

て
質
し
ま
し
た
。

　
政
府
備
蓄
米
の
運
用

に
つ
い
て
は
、
申
請
窓

口
が
全
国
９
ヵ
所
か
ら

51
ヵ
所
に
拡
大
さ
れ
、

交
付
申
請
も
通
年
可
能

と
な
る
な
ど
の
改
善
が

は
か
ら
れ
、道
内
の「
子

ど
も
食
堂
」
に
速
や
か

に
周
知
を
行
っ
た
と
子

ど
も
家
庭
支
援
課
長
が

答
弁
し
ま
し
た
。

　

２
０
２
３
年
12
月
に

閣
議
決
定
さ
れ
た
「
子

ど
も
の
居
場
所
づ
く
り

に
関
す
る
指
針
」で
は「
子

ど
も
食
堂
」
に
つ
い
て
、

見
つ
け
や
す
く
行
き
や

す
い
工
夫
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。　

　

そ
も
そ
も
子
ど
も
食

堂
が
あ
る
と
知
ら
れ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

丸
山
は
る
み
道
議
は

「
運
営
に
関
す
る
支
援
」

と
と
も
に
「
地
域
子
ど
も

の
生
活
支
援
強
化
事
業
」

な
ど
事
業
の
周
知
な
ど

道
の
取
り
組
み
強
化
を

求
め
ま
し
た
。

　
道
は
庁
内
関
係
部
局
、

市
町
村
、
民
間
企
業
、
関

係
団
体
と
連
携
を
図
り
、

子
ど
も
食
堂
が
安
定
的

に
運
営
さ
れ
る
よ
う
取
り

組
む
と
答
え
ま
し
た
。

　子どもの居場所としてだけではなく保護者・地域住民にも広く活用されている
「子ども食堂」。日本共産党道議団は2021年に道議会で政府備蓄米の無償交付を
と求め、取り上げてきました。今年8月政府は子ども食堂やフードバンクへの政
府備蓄米の無償交付を大幅に改善しました。道内のとりくみについて質しました。

　現在、道議会では食品ロ
ス削減に関する条例制定を
目指し、各会派から９名の
委員を選出し検討を重ねて
います。
　本来食べることができる
のに捨ててしまう「食品ロ
ス」が、北海道では33万㌧
発生 (2017年度推計 )。
　これらを廃棄せずに利用
すれば、運搬や焼却等に係
るエネルギーの節約や排出
される CO２削減につなが
ります。
　現在、食料安全保障の観
点を記述する案が自民党会
派から提案されていますが、
慎重に議論を進めています。

　沖縄県の子どもの貧困率は全国平均の約２
倍。「沖縄こども未来県民会議」は、各界から
100を超える団体で構成されています。企業か
ら提供された食料等を日本郵便の配送網を活用
し、子どもの居場所に届ける事業を展開。県外
大学等の受験に係る渡航費の支援も実施してい
ます。
　ニート、不登校、引きこもりなど、子ども・
若者の悩み相談に応じているのは、「沖縄県若
者みらい相談プラザSoraeはな」。心理、福祉、
教育の専門家に無料で相談できる制度です。
　「久場川児童館子どもの居場所」は高校生の
バンド活動に場所を貸したことをきっかけに、
地域を巻き込んだ活動を展開し無料塾も行って
います。人なつこくて元気な子どもたちが、汗
を光らせて遊ぶ様子が印象的でした。

伝統的な食文化「コンブ」を守れ

「子ども食堂へ政府備蓄米の
 無償交付　周知徹底を　」

子どもの貧困に向き合う沖縄県を視察

特別委員会で質問する丸山道議



　
国
交
省（
バ
ス
運
転
手
確
保
、

Ｊ
Ｒ
路
線
の
維
持
・
存
続
、
新

幹
線
札
幌
延
伸
の
見
通
し
。
見

直
し
な
ど

　
経
産
省
（
泊
原
発
の
廃
炉
、

ご
み
最
終
処
分
、
汚
染
水
の
海

洋
放
出
中
止
、
ラ
ピ
ダ
ス
へ
の

政
府
保
証
な
ど
）

　
文
科
省
（
学
校
給
食
費
無
償

化
、
教
員
増
員
な
ど
）

　
厚
労
省
（
医
療
・
介
護
・
福

祉
で
全
般
的
な
予
算
増
・
制
度

改
善
、
現
行
保
険
証
の
維
持
な

ど
）
12
の
省
に
１
０
７
項
目
を

届
け
ま
し
た
。

　
マ
イ
ナ
保
険
証
の
差
別
的
運

用
の
是
正
・
資
格
確
認
書
の
問

題
で
は
「
マ
イ
ナ
保
険
証
を
持

っ
て
い
る
か
、
い
な
い
か
で
、

差
別
的
診
療
や
処
方
は
省
令
上

も
法
令
上
も
適
切
で
は
な
い
」

と
の
答
弁
を
引
き
出
し
ま
し
た
。

　
８
月
21
日
に
は
北
海
道
・
国

出
先
機
関（
開
発
局
・
防
衛
局
・

Ｊ
Ｒ
北
海
道
）
に
要
求
を
届
け

交
渉
し
ま
し
た
。

　

｢

12
月
２
日
以
降
保
険
証
が

使
え
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で

は
？｣

と
い
う
不
安
の
声
が
道
民

か
ら
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
マ
イ
ナ

保
険
証
で
な
く
と
も
受
診
で
き

る
こ
と
の
周
知
を
求
め
る
声
が

　
７
月
25
日
（
木
）
丸
山
道
議

は
、
後
志
地
域
の
住
民
か
ら
寄

せ
ら
れ
た
、
く
ら
し
・
営
業
に

関
わ
る
要
求
で
後
志
振
興
局
交

渉
を
行
い
ま
し
た
。
市
町
村
議

員
が
同
席
し
ま
し
た
。
要
求
は

「
Ｊ
Ｒ
函
館
本
線
山
線
存
続
」

「
新
幹
線
残
土
対
策
」「
泊
原

発
再
稼
働
に
反
対
し
、
核
の
ゴ

ミ
を
持
ち
込
ま
せ
な
い
」「
高

校
の
統
廃
合
を
や
め
、
通
学
費

の
助
成
継
続
を
」「
蘭
島
前
浜

の
侵
食
対
策
」「
キ
ラ
イ
チ
川

樹
木
撤
去
を
は
じ
め
と
す
る
道

管
理
河
川
の
整
備
」「
道
道
の

除
雪
・
排
雪
」「
畑
作
経
営
に

お
け
る
従
業
員
確
保
や
ヒ
グ

マ
・
ア
ラ
イ
グ
マ
被
害
対
策
」

な
ど
20
項
目
に
わ
た
り
ま
す
。

　
キ
ラ
イ
チ
川
の
伐
採
は
今
年

度
中
に
実
施
、
蘭
島
前
浜
の
侵

食
対
策
で
地
域
住
民
と
の
意
見

交
換
の
方
向
性
が
示
さ
れ
ま
し

た
。

　
７
月
22
日
（
月
）
日
本
共
産
党
道
議
団
は
２
０
２
５
年

予
算
案
と
国
政
課
題
に
つ
い
て
、
12
省
に
１
０
７
項
目
の

要
求
を
提
出
、
そ
の
実
現
を
も
と
め
ま
し
た
。

強
く
あ
が
り
ま
し
た
。

　
丸
山
は
る
み
道
議
は
、
複
数

回
に
わ
た
り
訴
え
て
い
る
、
冬

の
暮
ら
し
を
支
え
る
除
雪
・
排

雪
の
改
善
や
、
子
ど
も
医
療
費

無
償
化
拡
充
な
ど
の
要
請
に
つ

い
て
、
道
民
生
活
に
寄
り
添
っ

た
検
討
を
す
る
よ
う
強
く
求
め

ま
し
た
。

道
民
の
不
安
に
こ
た
え
た

施
策
を
～
道
交
渉
～

後
志
振
興
局
交
渉
で

前
進
回
答

政府交渉する丸山道議(右から３人目 )･真下紀子道議(右端 )ら

後志振興局との交渉に挑む丸山道議（前列右端）ら

　網走バス㈱による ｢どこバス｣ を視察しま
した。網走市内の輸送人員が、40年前の約20
％に減少する中、「タクシーほどではないがバ
スより便利」なオンデマンドバスとして、2020
年夏から実証実験を開始しました。
　当初は伸び悩んだ利用人数ですが、２年目に
は10倍を超えたそうです。市は赤字補填など支
援しています。
　紋別市では ｢空き家対策｣ について聞き取
りを行いました。景観保全と安全対策のために、
空き家の利活用だけでなく除却にも支援してい
ます。地域住民から問い合わせのあった空き家
では所有者を探し出すまでに数年かかるケース
や、専門的知識を有する人材育成など、財政面

　店頭からお米が消えて数週間。
　コンブ生産量は30年前の３分の
１。農業漁業者の減少に加え高齢化
と課題山積。　
　食の安全と暮らし最優先の政治実
現に向け全力で臨みます。

～米が買えない、コンブも生産減少～

道
庁
前
で
訴
え
る
丸
山
道
議
と

　
真
下
紀
子
団
長
（
後
方
）

以外の課題があるとわかりました。

　紋別市百年記念福祉会、道紋別養護学校では、
障がい児が学校を卒業した後の暮らしの場所に
ついて、施設やグループホームへの入居が困難
で、希望がかなえられておらず、道としてまず
は、現状把握から対応が求められます。

　広域紋別病院は現在、32週前後までの妊婦健
診と、分娩は経産婦について扱っています。産
科医不足は深刻だが、若い医師のキャリア形成
への配慮が必要と新たな視点を得られました。
　また、｢もんべべサポート｣ の名称で、産後
ケアにも力を入れていますが出産前後の母体と
乳児を支える制度を、自治体の枠を超えて利用
しやすくする必要があると感じました。


